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東
京
都
医
師
会
に
は
、

従
来
か
ら
多
く
の
委
員
会

や
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、

東
京
都
の
医
療
・
介
護
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
し
て
検
討
を
重
ね

提
言
を
行
い
、
医
師
会
の

運
営
に
と
っ
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
き
た
。
そ
こ

に
は
地
区
医
師
会
・
大
学

医
師
会
の
会
員
だ
け
で
な

く
、
行
政
・
学
識
経
験
者
・

関
係
諸
団
体
の
方
々
な
ど

が
委
員
と
し
て
参
加
さ

れ
、
有
意
義
な
議
論
が
行

わ
れ
て
き
た
一
方
で
、
一

部
を
除
き
委
員
会
同
士
の

交
流
が
な
く
、
ま
た
共
通

す
る
課
題
に
対
す
る
連
携

な
ど
も
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
各
委
員

会
同
士
の
情
報
共
有
と
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
会
の

開
催
が
企
画
さ
れ
た
。

報
告
会
は
５
月
29
日
（
木
）、

東
京
都
医
師
会
の
各
種
委
員
会
委

員
お
よ
び
地
区
医
師
会
の
関
係
者

を
対
象
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

行
わ
れ
、
会
場
お
よ
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
合

わ
せ
て
約
１
０
０
名
が
参
加
し

た
。
尾
﨑
治
夫
会
長
の
開
会
挨
拶

に
続
き
、
増
田
幹
生
理
事
よ
り
趣

旨
説
明
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
11

の
諮
問
委
員
会
よ
り
答
申
に
つ
い

て
、
そ
の
他
の
委
員
会
・
協
議
会

の
う
ち
８
つ
か
ら
今
期
の
活
動
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
（
報
告
の
あ
っ
た
委

員
会
は
左
記
の
と
お
り
）。

結
び
に
尾
﨑
会
長
よ
り
総
括
が

な
さ
れ
た
。
今
後
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
効
率
的
な
医
療
・
介
護

の
提
供
体
制
を
ど
う
構
築
す
べ
き

か
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
総

合
診
療
医
を
育
て
、
か
か
り
つ
け

医
機
能
を
進
め
る
こ
と
。
地
域
包

括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、

在
宅
医
療
・
高
齢
者
救
急
の
充
実
、

病
院
の
体
制
整
備
。
予
防
医
療
の

強
化
と
健
康
教
育
や
、
認
知
症
、

小
児
在
宅
、
高
齢
者
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
な

ど
倫
理
的
問
題
の
検
討
。
救
急
・

災
害
対
策
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
課
題
、
高

齢
者
の
運
転
技
能
、
精
度
管
理
、

広
報
活
動
な
ど
、
全
て
の
報
告
に

対
し
詳
細
に
コ
メ
ン
ト
し
、「
こ

う
し
て
（
包
括
的
に
）
見
る
こ
と

で
こ
れ
か
ら
何
を
す
べ
き
か
見
え

て
く
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後

も
行
い
、
ま
た
委
員
会
同
士
の
交

流
な
ど
も
議
論
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

今
回
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ

た
が
、
各
委
員
会
・
協
議
会
か
ら

要
点
を
絞
り
わ
か
り
や
す
く
報
告

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ

う
な
議
論
を
し
て
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

会
で
あ
っ
た
。
今
後
は
更
に
多
く

の
委
員
会
等
に
参
加
い
た
だ
き
、

委
員
会
同
士
の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
会
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

委員会一覧
【諮問委員会】 ※当日の発表順、カッコ内は諮問
１.地域医療推進委員会
「かかりつけ医機能が発揮される地域医療体制の構築について」
２.病院委員会
「医師の働き方改革、地域医療構想の推進と地域医療人材育成
事業の実施について」

３.地域包括ケア委員会
「長寿社会に求められるACPの普及に向けて ～多職種で支える
ACP～」

４.在宅医療委員会
「2040年問題を見据えたうえで、東京都の一次医療提供体制
のあり方を考える」

５.精神保健医療福祉委員会
「地域における精神科医と一般診療科医の連携体制構築について 
～精神障害・知的障害等にも対応した地域包括ケアシステム構
築のために～」

６.タバコ対策委員会
「世界禁煙デーに向けて地域を中心としたタバコ対策」
７.公衆衛生委員会
「がんに関する知識の普及と医療経済を見据えてのがん対策」
８.生活習慣病対策委員会 
「ウェルビーイングをめざしての生活習慣病対策」
９.健康スポーツ医学委員会
「ウェルビーイングに向けての健康スポーツ医の役割」
10.救急委員会
「社会構造・地球環境の変化に対応した東京都の救急災害医療
について」

11.医療情報検討委員会
「医療ICTはいかに実地医家に寄与出来るか」

【諮問委員会以外の委員会】
１.東京都認知症サポート医連絡協議会
２.東京都医師会在宅医療委員会小児在宅医療部会
３.乳幼児保健委員会　　　４.感染症・予防接種委員会
５.産業保健委員会
６.高齢社会における運転技能および運転環境検討委員会
７.精度管理委員会　　　　８.広報委員会

100名が参加し答申や
活動内容について意見交換

会場の様子

東京都医師会 各種委員会答申等報告会

医 師 と 医 師 会 を 結 ぶ 情 報 紙
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昨
今
、
医
学
お
よ
び
医
療
の
急

速
な
進
歩
に
伴
い
、
腹
腔
鏡
等
の

低
侵
襲
医
療
、
臓
器
移
植
、
遺
伝

子
治
療
を
含
む
高
度
医
療
が
発
達

し
て
き
て
お
り
、
患
者
の
選
択
で

き
る
医
療
も
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
の
普
及
に
よ
り
、

患
者
も
医
療
情
報
を
容
易
に
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
高
度
医
療

へ
の
知
識
や
要
望
も
増
え
て
き
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
医
師

は
患
者
の
意
向
を
尊
重
し
、
そ
れ

に
沿
っ
た
医
療
を
提
供
す
る
場
合

も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
高
度
医

療
に
は
高
度
医
療
で
あ
る
が
ゆ
え

の
特
有
の
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、

医
療
事
故
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
。

事
故
が
生
じ
た
時
、
患
者
側
か

ら
「
そ
の
リ
ス
ク
は
聴
い
て
い
な

か
っ
た
」
と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
出

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
医
師
の

説
明
不
足
に
基
づ
く
自
己
決
定
権

侵
害
を
理
由
と
す
る
医
事
紛
争
は

非
常
に
多
く
、
そ
の
た
め
医
師
の

中
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
（
Ｉ
Ｃ
）
を
法
的
責
任
か

ら
逃
れ
る
た
め
の
免
罪
符
と
捉

え
、
と
に
も
か
く
に
も
合
併
症
を

網
羅
す
る
こ
と
に
懸
命
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
患
者
へ
の
説
明
も
一

方
的
で
硬
直
的
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
る
。

確
か
に
、医
師
の
説
明
義
務
が
、

患
者
の
自
己
決
定
権
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
判
例
も
認
め
る
と
お
り
で

あ
る
。

し
か
し
「
医
の
倫
理
綱
領
」（
日

本
医
師
会 

令
和
４
年
３
月
27
日

採
択
）
の
第
３
条
に
は
「
医
師
は

医
療
を
受
け
る
人
び
と
の
人
格
を

尊
重
し
、
や
さ
し
い
心
で
接
す
る

と
と
も
に
、
医
療
内
容
に
つ
い
て

よ
く
説
明
し
、
信
頼
を
得
る
よ
う

に
努
め
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
の
本
質
は
、
医
師

と
患
者
が
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
だ
と
思
う
の

で
あ
る
。

高
度
医
療
は
患
者
に
と
っ
て
も

魅
力
で
あ
る
た
め
、
患
者
の
意
向

を
尊
重
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重

要
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
高
度

医
療
特
有
の
リ
ス
ク
や
、
高
度
医

療
が
患
者
の
基
礎
疾
患
や
既
往
に

及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
面
も
あ
り
得
る
。
高

度
医
療
は
魅
力
的
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
こ
う
し
た
デ
メ
リ
ッ
ト
を
も

含
め
た
理
解
は
、
短
時
間
で
一
方

的
な
説
明
で
得
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
患
者
の
質
問
も

聴
き
な
が
ら
、
患
者
と
の
信
頼
関

係
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
で
初
め

て
得
ら
れ
る
も
の
だ
と
考
え
る
。

Ｉ
Ｃ
に
起
因
す
る
医
事
紛
争
が

増
え
て
い
る
現
状
が
、
医
師
と
患

者
の
信
頼
関
係
が
薄
れ
る
理
由
と

な
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ

て
、適
切
なInformation

（
情
報
・

説
明
）
を
提
供
し
、
こ
れ
に
基
づ

くConsent

（
同
意
・
承
諾
）
を

得
て
い
く
と
い
う
Ｉ
Ｃ
の
プ
ロ
セ

ス
は
、
医
師
と
患
者
の
信
頼
関
係

の
構
築
の
過
程
そ
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

 

（
小
林
弘
幸
）

Ｉ
Ｃ
は
医
師
が
責
任
を
免
れ
る
た
め
の
防
御
手
段
で
は
な
く
、患
者
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

改
め
て
振
り
返
り
考
え
た
い
。

信
頼
関
係
構
築
の

プロセス
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ

地区医師会長
連絡協議会報告

令和7年5月16日（金）

調
査
集
計
結
果
を
報
告
し
た
。

（
２
） 

２
０
２
５
年
世
界
禁
煙

デ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て

　

東
京
都
医
師
会
で
は
、
禁
煙
推

進
企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
共
催

で
「
２
０
２
５
年
世
界
禁
煙
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
」
を
５
月
31
日
（
土
）

午
後
２
時
よ
り
開
催
す
る
。
多
数

の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た

く
、
周
知
を
お
願
い
し
た
。

（
３
）
東
京
都
が
ん
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

　

東
京
都
で
は
、
令
和
７
年
４
月

に
「
が
ん
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
都
民
へ

広
く
周
知
す
る
た
め
、
チ
ラ
シ
及

び
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
の
で
報

告
し
た
。

（
４
）
令
和
６
年
度
在
宅
難
病
患

者
訪
問
診
療
事
業
地
区
医
師
会
別

実
施
状
況
一
覧
（
第
４
四
半
期
）

に
つ
い
て

　

本
事
業
の
第
４
四
半
期
分
に
つ

い
て
報
告
し
、
引
き
続
き
事
業
実

施
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
旨
お

願
い
し
た
。

（
５
）
医
療
機
関
に
お
け
る
医
療

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

　

医
療
情
報
共
有
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
向
け
、
都
内
医
療
機
関

に
対
す
る
支
援
を
拡
充
し
、
電
子

カ
ル
テ
導
入
の
加
速
化
を
推
進
し

て
い
る
東
京
都
の
取
り
組
み
を
報

告
し
た
。

（
６
） 「
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
２

（
ト
ヨ
ク
モ
）」
へ
の
切
り
替
え
に

つ
い
て

　

現
在
使
用
し
て
い
る
災
害
時
安

否
確
認
シ
ス
テ
ム
に
一
部
不
具
合

が
生
じ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
検
討

の
結
果
、
本
年
７
月
よ
り
「
安
否

確
認
サ
ー
ビ
ス
２
（
ト
ヨ
ク
モ
）」

へ
切
り
替
え
る
こ
と
と
し
た
。
地

区
医
師
会
に
お
け
る
災
害
担
当
者

の
登
録
、
地
区
医
師
会
に
お
け
る

本
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
、
サ
ー

ビ
ス
説
明
会
の
参
加
意
向
に
つ
い

て
回
答
を
お
願
い
し
た
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

 

（
港
区
医
師
会
）

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
19
回 

武
蔵
野
市
地
域
医
療

連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

 

（
武
蔵
野
市
医
師
会
）

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

①「
国
民
医
療
を
守
る
議
員
の
会
」

総
会
に
つ
い
て

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
嘱
託
産
業
医
の
業
務
に
係

る
実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

産
業
保
健
委
員
会
並
び
に
労
働

安
全
衛
生
総
合
研
究
所
と
共
同

で
、
日
医
認
定
産
業
医
を
対
象
と

し
た
実
態
調
査
を
実
施
し
た
の
で

都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号（
昭
和
36
年
２
月
発
行
）を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
課 

☎
０
３-

３
２
９
４-

８
８
２
１

看護師への医師助言 4,776 4,269 507（ 11.9%） 80.9 
通信員への医師助言 6 85 -79（ -92.9%） 0.1 

（※1）救急相談件数に占める割合
（※2）応答率とは、総着信件数に占める受付件数の割合（応答率＝受付件数÷総着信件数（％））

累　計 前年件数 前年同時期増減
（増減比）

受付件数に
占める割合

前年
同時期

1日
あたりの
件数

総 着 信 件 数 103,298 103,593 -295（ -0.3%） 1,750.8 
受 付 件 数 88,366 82,280 6,086（ 7.4%） ─ ─ 1,497.7 
救 急 相 談 61,174 55,072 6,102（ 11.1%） 69.2% 66.9% 1,036.8 
救 急 要 請 11,664 9,955 1,709（ 17.2%）（※1）19.1%（※1）18.1% 197.7 
医療機関案内 25,446 26,290 -844（ -3.2%） 28.8% 32.0% 431.3 
相談前救急要請 1,710 868 842（ 97.0%） 1.9% 1.1% 29.0 
かけ直し依頼 36 50 -14（ -28.0%） 0.0% 0.1% 0.6 
応答率（※2） 85.5% 79.4% 6.1P

［令和7年1月1日から2月28日まで］
■東京消防庁救急相談センター受付状況 （速報値）

　今回は、2015年と直近の2024年のデータを比較し、現況と変化の要因について考察します。
特に、最緊急類型判断（識別職赤）の下で119転送したケースを対象に解析しています。
⃝�赤と判断するケースの割合は減少：赤判断かつ119転送例の割合は、全年齢層で2015年
の30.9%から2024年には24.4%に減少しています。2024年の年齢層別データでは、0歳
～14歳で11.4%、15歳～64歳で24.6%、65～74歳で32.5%、75歳以上で39.0%と、高齢
層になるほどその割合は高い傾向がみられます。これらの値は近年すべての年齢層におい
て漸減傾向にあります。
⃝�赤判断後119転送ケースの増加：救急相談件数は約150%の増加がみられます。
⃝��赤判断後の119転送ケースの年齢層別変化：2015年から2024年の間の全年齢層における
赤判断後の119転送数は、144%増加しています。赤類型判断の割合に大きな経時的変化
がみられないことから考えますと、この増加は相談件数全体の増加に起因していると考え
られます。年齢層別の赤判断後の119転送ケースは、2007年の開設当初からコロナ直前ま
では高齢者にピークがありましたが、近年は概ね全年齢層において増加している傾向にあ
ります。年齢別（0歳、1～4歳、5～99歳（5歳区分）、100歳以上）に見ますと、90～94
歳の321%増を筆頭に、70歳以上では150～300%強の増加がみられます。加えて着目す
べきは、15～29歳並びに45～63歳の年齢層です。いずれも近年漸増傾向にあり、2015
年と2024年の比較ではいずれも200%前後増加しています。他方、0～9歳は40%以下の
増加にとどまっています。この年齢層は相談件数自体も増加が頭打ちであり、少子化の影
響を受けている可能性があります。
⃝��赤判断後119転送ケースの病院搬送後の中等症以上の割合の増加：赤判断後119転送ケー
スのうち病院搬送後の中等症以上の割合は近年漸増傾向にあり、2015年の32.4%から
2024年は36.4%に増加しています。2015年と2024年の年齢層別（0～14歳、15～64歳、
65～74歳、75歳以上）のデータを見ますと、0～14歳では14.7%から17.6%の増加がみら

れましたが、それ以外は15～64歳が28.7%から29.2%、65～74歳が42.3%から
45.0%、75歳以上が51.8%から52.4%と大きな増加が認められません。
　以上より、近年の中等症以上の割合の増加の要因には、高齢者層の症例の増加
だけではなく、大きな経時的変化は認められないものの、一定の率を有する若年、
中年層の119転送例の絶対値（数）自体が増加していることにも関連している可能性
があります。

　今後も引き続き相談者の緊急度に応じた適時の受療を支援するために、皆様方の
一層のご支援、ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

東京消防庁救急相談センター（＃7119）
2015年と2024年の傾向の相違：#7119集計データから見えてくるもの
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築
地
の
中
央
卸
売
市
場
が
、

平
成
三
〇
年
に
豊
洲
市
場
に
移

転
し
て
六
年
以
上
が
経
っ
た
。

築
地
市
場
の
隣
に
は
、
以
前
よ

り
築
地
場
外
市
場
が
あ
り
、
現

在
で
も
多
く
の
店
が
営
業
し
て

い
る
。
こ
の
地
域
は
元
々
三
つ

の
エ
リ
ア
か
ら
な
っ
て
お
り
、

一
つ
目
は
江
戸
時
代
以
来
の
町

屋
だ
っ
た
地
域
、
二
つ
目
は
築

地
本
願
寺
境
内
に
あ
っ
て
、
本

願
寺
に
付
属
す
る
五
八
の
小
寺

が
集
う
寺
町
、
三
つ
目
は
明
治

維
新
ま
で
武
家
屋
敷
だ
っ
た
地

域
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
地
域

が
関
東
大
震
災
で
全
焼
し
、
同

じ
く
全
焼
し
た
、
日
本
橋
に

あ
っ
た
魚
河
岸
が
築
地
に
移
転

し
て
き
た
の
を
機
に
、
場
外

市
場
が
自
然
と
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
。

築
地
場
外
市
場
に
は
、寿
司
、

海
鮮
丼
を
は
じ
め
と
し
て
、鮪
、

鮮
魚
・
貝
類
、
佃
煮
、
干
物
、

鰹
節
、
海
苔
、
卵
焼
き
、
刃
物
、

食
器
の
専
門
店
、
そ
の
他
に
天

婦
羅
、
揚
げ
物
、
ラ
ー
メ
ン
店

な
ど
の
四
六
〇
店
舗
余
が
軒
を

連
ね
て
い
る
。
営
業
時
間
は
午

前
九
時
か
ら
午
後
三
時
く
ら

い
（
午
前
五
時
か
ら
九
時
ま
で

は
業
者
の
仕
入
れ
時
間
帯
）
で

あ
る
。

ま
た
、築
地
市
場
跡
地
に
は
、

約
五
万
人
を
収
容
す
る
全
天
候

型
ス
タ
ジ
ア
ム
や
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
、
場
外
市
場
と
の
連
携

や
発
展
を
促
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
拠
点
「
築
地
ク
リ
ナ
リ
ー
セ

ン
タ
ー
」
の
開
設
、
自
動
運
転

車
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
営
業
な

ど
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
着
工
し
、
二
〇
三
二
年

度
に
は
大
半
の
施
設
が
完
成
予

定
（
全
面
開
業
は
二
〇
三
八
年

度
）
で
、
築
地
地
区
は
ま
す
ま

す
賑
や
か
に
な
っ
て
い
き
そ
う

で
あ
る
。

（
中
央
区
医
師
会
岡
添
龍
介
）

知ってますか？

ニューロダイバーシティ（神経多様性）は、脳神経
系の発達や機能における多様性を意味し、自閉
スペクトラム症（ASD）やADHD、学習障害（LD）
等の神経学的な違いを、病理的な欠陥ではなく
人間本来の自然な差異と捉える概念。従来の医
学的欠陥モデルとは異なり、個々の認知特性を
個性として尊重し、困難には適切な支援を提供
しつつ、強みを活かせる受容的な環境の重要性
を強調する。医療者には、診断・治療に加え、
この視点から個々のニーズに応じた社会的支援
や環境調整を考慮する姿勢が求められる。

ニューロダイバーシティ

206

タ
イ
王
国
で
の

実
習
か
ら
考
え
た
、

包
括
的
ヘルス
ケ
ア
の
未
来

令
和
6
年
度
東
京
都
医
師
会

医
学
生
懸
賞
論
文
プ
ラ
タ
ナ
ス
大
賞
優
秀
賞
受
賞
者

日
本
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
６
年　

下
川
一い
ち

燈と

皆
さ
ん
は
、
タ
イ
と
聞
く
と
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る

だ
ろ
う
か
。
発
展
途
上
国
、
大
麻

の
合
法
化
…
そ
ん
な
独
特
な
印
象

を
抱
く
方
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
日
本
と
比
較
す
る
と
、
少
し

距
離
を
感
じ
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
実
際
に

訪
れ
て
み
る
と
、「
微
笑
み
の
国
」

タ
イ
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
想
像
以

上
に
多
か
っ
た
。
今
回
、
こ
の
場

を
借
り
て
考
え
た
こ
と
を
共
有
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

私
は
趣
味
で
立
ち
技
格
闘
技
に

取
り
組
ん
で
い
る
関
係
で
、
以
前

か
ら
タ
イ
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
。
ジ
ム
で
出
会
っ
た
タ
イ
人
ト

レ
ー
ナ
ー
は
屈
託
な
く
明
る
く
、

我
々
に
は
な
い
前
向
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
た
。
そ
の
国
民

性
に
惹
か
れ
、
い
つ
か
訪
れ
て
み

た
い
と
願
っ
て
い
た
。
そ
し
て
学

外
実
習
の
成
績
基
準
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
、
タ
イ
・
タ
マ
サ
ー
ト

大
学
病
院
で
１
カ
月
間
、
臨
床
実

習
を
行
う
機
会
を
得
た
。

実
習
で
は
、
感
染
症
内
科
と
救

急
科
を
そ
れ
ぞ
れ
２
週
間
ず
つ

回
っ
た
。
感
染
症
内
科
で
は
、
病

室
に
僧
侶
が
祈
祷
に
訪
れ
る
光
景

や
、
医
師
へ
の
感
謝
を
大
げ
さ
な

ほ
ど
に
表
す
患
者
家
族
の
様
子
が

印
象
に
残
っ
た
。
救
急
外
来
で
は

夜
間
当
直
も
経
験
し
た
が
、
大
学

病
院
に
紹
介
状
な
し
で
受
診
で
き

る
こ
と
か
ら
、
日
本
と
比
べ
る
と

や
や
若
年
層
や
軽
症
患
者
が
多
い

印
象
を
受
け
、
三
次
救
急
の
よ
う

な
重
症
外
傷
例
は
少
な
か
っ
た
。

両
科
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
家

族
で
の
受
診
や
看
病
の
場
面
が
非

常
に
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
仏

教
国
で
あ
る
タ
イ
で
は
、「
共
助
」

と
い
う
考
え
方
が
生
活
に
根
づ
い

て
お
り
、
家
族
・
隣
人
が
助
け
合

う
文
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。

ま
た
、
医
療
制
度
に
も
関
心
を

持
ち
、
現
地
の
医
師
に
話
を
聞
い

た
。
タ
イ
で
は
国
民
医
療
保
障
制

度
（
Ｕ
Ｃ
Ｓ
）
が
整
備
さ
れ
、
日

本
で
言
う
国
民
皆
保
険
に
近
い
体

制
が
築
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
一

方
で
、
民
間
病
院
に
は
株
式
会
社

の
参
入
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
都

市
部
の
富
裕
層
と
地
方
の
一
般
層

と
の
間
で
医
療
格
差
が
広
が
っ
て

い
る
と
い
う
。
善
し
悪
し
は
さ
て

お
き
、
医
療
で
収
益
を
上
げ
る
こ

と
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
な
い
社

会
構
造
に
は
、
日
本
も
学
ぶ
べ
き

点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
。

さ
て
日
本
に
目
を
向
け
る
と
、

社
会
保
障
費
の
増
大
、
独
居
高
齢

者
や
孤
独
死
の
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
特
に
東
京
で
は
、
２
０

４
０
年
に
は
独
居
高
齢
者
の
割
合

が
15
・
８
％
に
達
す
る
と
の
試
算

も
あ
る
。
家
族
や
地
域
の
助
け
合

い
が
希
薄
化
す
る
中
で
、
社
会
全

体
で
支
え
る
仕
組
み
の
再
構
築
が

急
務
だ
。
文
化
を
急
に
変
え
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
仕
組
み
な
ら
ば

変
え
ら
れ
る
。
医
療
政
策
学
、
統

計
学
、
医
学
を
統
合
し
、
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
を
設
計
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回

の
短
期
留
学
は
、
自
国
の
課
題
に

も
目
を
向
け
な
が
ら
、
日
本
を
よ

り
良
い
、
強
い
国
へ
導
く
た
め
に

貢
献
で
き
る
医
師
を
目
指
す
覚
悟

を
、
改
め
て
胸
に
刻
む
機
会
と

な
っ
た
。

午
後
の
市
場
通
り

趣 味 の 散 歩

海鮮物中心の
多種店舗の集う市場

築地場外市場

問
合
先
中部ろうさい病院　堀田 饒　名古屋市港区港明1-10-6
TEL：052-652-5511（内線7174）　FAX：052-652-5623

日時▶8月30日（土）14時～22時、31日（日）8時20分～12時
会場▶志摩観光ホテルクラシック（三重県志摩市阿児町神明731）
〔8月30日〕
セミナーⅠ：日常診療で遭遇する病態とそれへの対応 －現状と展望－
セミナーⅡ：求められる糖尿病の管理・治療の在り方は今 －現状と展望－　
〔8月31日〕
セミナーⅢ：糖尿病性合併症と併発症の実態とそれへの対応 －現状と展望－
取得単位▶日本医師会生涯教育講座7.5単位予定（cc：7、9、10、73、76）
定員▶100名　　参加費▶60,000円 ※宿泊費は含まれておりません
申込方法▶氏名（ふりがな）、職種、医籍番号、所属、住所、電話番号を明記のうえ、
FAXにてお申し込みください。

第42回 糖尿病Up·Date賢島セミナー
糖尿病性合併症と併発症へのハイブリッド化した対応
－診断から管理・治療への至適なアプローチ－

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

詳しい内容、申請方法等は当組合ホームページをご覧ください
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

医師国保では組合員の健康保持増進のための
さまざまな保健事業を行っています。

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合  ☎03-3270-6431（総務課）

○  特定健診・特定保健指導の実施（従業員や家族の自家健診が可能です）
○  人間ドック等健診費用の助成
○  乳がん検診費用の助成（乳房エコーの他、マンモグラフィーも助成の
対象となりました）
○  脳血管健康診断（脳ドック）費用の助成
○  保養施設･レジャー施設等の利用に際しての助成や優待
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ふれあいポスト 各地区会報から

菅本理絵立川市医師会

　去年6月からフラダンスを習い始めた。コロナにかかり1Wの静

養期間を得たとき、子育ても終わった今後の私の人生について考え

た。仕事は好きだがこれだけだと息が詰まる。初夏のすがすがしい

日差しが部屋に差し込んでいたためか、ふと頭にハワイアン音楽が

流れた。「これだ！」と決めた。

　週に1回1時間のレッスン。生徒は私ともう一人の2人だが、そ

れでも狭いぐらいの小さなレッスン場だ。基礎から教えてもらえる

のがうれしい。「菅本さんは、覚えがいいし、忘れないわねー」とよ

く言われるが、当たり前だ。毎晩家でも練習している。夜、障子を

開けると、庭に面したガラス戸は自分の全身を映す恰好の大型鏡だ。

　ハワイアンの音楽は良い。日常の煩雑さを忘れさせてくれる。そ

のさわやかな甘い音楽に合わせて体で物語を語る。自然の素晴らし

さを語る踊りが多いので本当は野外で踊るのがふさわしい。という

わけでこれまで私が自宅と教室以外でフラダンスを踊った場所は

1. 北海道で主人とゴルフ中に鹿をバックにフラダンス

2. 主人と一緒に箱根で山登りした時、山頂でフラダンス

3.  主人との登山の帰り道、鳩ノ巣駅のプラットホームで膝がカクカ

クになりながらもフラダンス

　私の屋外フラダンスはすべて主人がらみだが、主人はこれを笑い

ながらスマホでビデオ撮影して、親しい友人数名に送っている。大

変好評で子供達の中にはファンもいるらしい。

　主人の後輩のお嬢さんが医学部に合格したら、お祝いのフラダン

スを披露する予定である。
 （「立川市医師会ニュース」2024年3月 第622号より抜粋）

フラダンス

大貫純一新宿区医師会

　令和2年5月29日。ブルーインパルスが東京の空を飛行しました。

新型コロナウイルス感染症に対応する医療従事者への感謝を込めた

フライトでした。私もこのフライトに元気をいただいたことを覚え

ています。そして、ブルーインパルスのファンになりました。

　令和6年11月3日。入間航空祭でブルーインパルスの展示飛行が

行われました。実はこの展示飛行はコロナ禍などで中止が続き、約

5年ぶり。当時の思い出を胸に、写真同好会のメンバーで撮影会に

出かけました。

　稲荷山公園駅は多くの人であふれ、臨時改札口が設置されるほど。

人の流れに身を任せながら、迷子にならないように今野先生につい

ていきます。約25万人が訪れたそうです。広いメインエリアに人

があふれていました。私のスマホはインターネットに接続できず、

後から参加した細谷先生とは合流できませんでした。そんな大混雑

の入間航空祭ですが、安心してください。ブルーインパルスは空を

飛ぶので、みんな見ることができます。

　午前中の数々のイベントが終了し、少しの間昼休み。空は快晴。

数日前の天気予報では雨マークだったのが嘘のような天気でした。

昼休みが終わり、ブルーインパルスにエンジンが灯ります。隊員の

紹介のあと、いよいよブルーインパルスの展示飛行が始まりました。

6機編隊のブルーインパルスが、様々な演技を披露していきます。

宙返りしたり、スモークを噴出したり。夢中でカメラを向け、とに

かく撮る撮る撮る。スモークを背景にしてブルーインパルスにピン

トを合わせるのがお気に入りの構図。その瞬間を逃さないよう、連

写で撮影しました。目の前で2機が交叉する瞬間をとらえることは

できませんでしたが、トルネードを貫くように飛行する演技では、

狙い通りの写真が撮れました。東京で見たブルーインパルスも素晴

らしかったのですが、今回はそれ以上に興奮しました。これからも

飛行を続け、日本中で勇気を与えてほしいと思います。帰り道は大

勢の人で混雑したが、笑顔が多く見られたのも良い思い出です。
 （「新宿区医師会会誌」2024年12月 第744号より抜粋）

入間航空祭 ブルーインパルス撮影会
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　時は 1989 年 10 月 14 日、Thüringen, Erfurt で Erich Honecker が歴史的名言を残して

いる。Erfurt は現在ドイツ中部に位置し、音楽の Bach 家や社会学者の Max Weber を輩

出した古都である。さて、彼が言い放った名言は、“Den Sozialismus in seinem Lauf 

halten weder Ochs noch Esel auf.”（社会主義路線は牛でもロバでも止められない）であ

る。Ochs（雄牛）も Esel（ロバ）も力は強いが、知性が弱い人の die Metaphor（比喩）

であるため、Honecker の強い意志を感じる。すなわち当時東ドイツ各地で die Parole（ス

ローガン）が、“Wir sind der Volk.”（我々が国民だ＝主権者だ）と唱えられ、もうす

でに社会主義の御家芸ともいうべき、警察による鎮圧が機能しなくなったときである。

そんな中「牛やロバがいくらデモをしても無駄」という意味を込めて発せられたので

ある。さすが Honecker と言いたいところだが、実はわずか１週間前に、Michaell 

Gorbatschow（ミハイル ゴルバチョフ）から、“Wer zu spat kommt,den bestrft das 

Leben.”（遅れて来たものは人生に罰せられる）と言い渡されており、その精神力とい

うか、権力への執着の凄さを見せつけてくれる。その後の歴史の流れであるが、その

わずか４日後の 10 月 18 日、Honecker は国家評議会議長を解任され、更にわずか３週

間あまり後、Berlier Mauer（ベルリンの壁）が崩壊するのである。

　さて昨今の日本の社会情勢は当時の東ドイツの社会情勢と被って見えるのは私だけ

であろうか。報道があまりなされていないように感じる中、ネットを中心にどこから

ともなく、財務省もしくは関連施設前に人々が集まり、財務省解体を叫んでいる。経

済の行き詰まりが原因である国民の悲痛な叫びをデモという形で表現している。ある

有識者が「デモは無駄」と評したとき、Honecker の発した「名言」と重なったのである。

　医療に目を転じたとき、プライマリーバランスの黒字化のスローガンのもと、医療

費は 30 年抑制されてきた。昨今では病院の約 60％が経営危機にあるという。しかし

財務省からすれば、財務省設置法に掲げられているとおり「財政の健全」を目指すこ

とが省の役割であり、病院の経営状況については別の省の役割ということであろう。

つまりは“Den Reduzilismus in seinem Lauf halten weder Ochs noch Esel auf.”（医療費

抑制政策は牛でもロバでも止められない）のは「路線」によるもので、奈落の底まで

落ちないと止まらないのかもしれない。 （山本 純）

無 声 拝 聴 医療費抑制政策は
牛でもロバでも止められない
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　日本における麻疹は、2015年にWHOによって『排除状態』

と認定された。その後の発生は、海外からの輸入例と、その

輸入例を介した国内感染のみとなり、麻疹を輸入感染症とし

て捉えることが必要となっている。

　麻疹を輸入感染症の視点でみると、そのさまざまな特徴が、

対策の困難さにつながることがわかる。麻疹は基本再生産数

（R0）12～18という極めて高い感染性（季節性インフルエンザ

は1.2～1.6）で空気感染する。そして、典型的な高熱と発疹が

出現する前に、微熱・鼻水・咳などの「カタル期」が先行し、

この時期の感染性が最も高い。したがって、麻疹流行国から

の渡航者は、感染性が極めて高い状態で日本各地を旅行する

ことになる。その結果、濃厚接触者の追跡も困難となり、観

光地や交通機関で接触する日本人の感染者も増えてしまう。

　新型コロナの流行を乗り越え、日本にも再び多くの外国人

が押し寄せている。それとともに、麻疹の発生数も増加して

きた。国立健康危機管理研究機構の発表によると、5月8日現

在の報告数は106人となり、すでに去年1年間の45人を上回っ

ている。

　日本より早い2000年に『排除状態』を達成した米国でも、

全米各地で麻疹が増加してきている。米国CDCの発表では、

本年4月24日時点で884人の発生があり3人が死亡。ワクチン

接種率が低下していることも大きな問題となっている。

　ワクチン対策によって、日本の麻疹は『排除状態』となった。

その一方で、危機意識は薄れ、ワクチン接種率の低下も危惧

される。我が国の『排除状態』を維持するため、そしてワクチ

ン未接種の幼児や免疫機能が低下している人、ワクチンを打

てず重症化しやすい人たちを守るためにも、しっかりと麻疹

対策を継続していくことが求められている。 

 （文責：今村顕史）

輸入感染症としての麻疹対策
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日本医師会生涯教育講座
日 時　令和7年7月31日（木）� 午後２時〜５時

事前申込制とさせていただきます

【申込方法】研修申込システムにて申込

【定　　員】100名
【申込締切】令和7年7月30日（水）

【問い合わせ先】
東京都医師会 広報学術課
TEL：03-3294-8821（代表）
※詳細は都医ホームページを
　ご確認ください
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Ｉ
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お
よ
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Ⅱ
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は
、
外
科
治
療
が
局
所
療
法
の
中
心
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役
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担
っ
て
い
る
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従
来
、
進
行
非
小

細
胞
肺
癌
で
は
化
学
療
法
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主
た
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治
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法
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あ
っ
た
が
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近
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免
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ッ

ク
ポ
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ン
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阻
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剤
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分
子
標
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薬
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よ
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集
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と
し
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が
治
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選
択
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一
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な
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る
。
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適
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あ
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一
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長
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け
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小
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手
術
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外
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術
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変
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と
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れ
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、
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た
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代
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小
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は
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で
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）
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